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採取日 種別

核種別放射能濃度
[ベクレル/kg]

放射性
ヨウ素

放射性
セシウム

5/11 生葉 不検出 280

6/20 荒茶 〃 1,250

県による町内産茶の分析結果

茶の暫定規制値（放射性セシウム）は500ベク
レル/ｋｇ以上の場合、出荷などが制限される

茶葉（荒茶）の状態 茶葉（生葉）の状態

無
く
な
り
、
重
量
も
生
葉
の
５
分
の
１
程

度
に
な
り
ま
す
。

  

生
葉
と
荒
茶
で
同
じ
規
制
値
だ
と
？

茶
の
暫
定
規
制
値（
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
）

を
生
葉
、
荒
茶
と
も
に
同
じ
数
値
で
適
用

す
る
と
、
荒
茶
は
生
葉
の
５
分
の
１
程
度

に
濃
縮
さ
れ
て
い
る
た
め
、
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
は
生
葉
に
比
べ
て
５
倍
程
度
と
な

り
、生
葉
で
は
規
制
値
を
下
回
っ
た
茶
も
、

荒
茶
と
し
て
は
規
制
値
を
上
回
り
、
出
荷

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

  

な
ぜ
荒
茶
で
も

　
　
検
査
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か

県
内
産
の
一
番
茶
（
生
葉
）
か
ら
規
制

値
を
超
え
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
６
月
３
日
、
県
茶
業

振
興
協
議
会
（
茶
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い

る
県
内
12
市
町
村
と
関
係
団
体
で
構
成
）

か
ら
県
に
対
し
、
こ
の
件
の
対
応
に
関
す

る
要
望
書
を
提
出
し
、
県
か
ら
国
に
対
し

て
も
、
茶
の
暫
定
規
制
値
に
つ
い
て
、
科

学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
設
定
を
す
る
よ
う

要
望
し
ま
し
た
が
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

の
回
答
は
、「
荒
茶
の
一
部
が
飲
用
以
外

の
用
に
供
す
る
た
め
販
売
さ
れ
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、
食
品
の
暫
定
規
制
値
を
適

用
す
べ
き
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

県
と
し
て
は
、「
県
民
の
健
康
を
守
る
立

場
」、「
風
評
被
害
防
止
な
ど
に
よ
り
生
産

者
の
経
営
安
定
を
図
る
立
場
」
か
ら
、
荒

茶
の
検
査
を
実
施
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
よ
り
、県
内
で
生
産
さ
れ
た
茶（
生

葉
）
に
つ
い
て
、
残
留
す
る
放
射
性
物
質

（
セ
シ
ウ
ム
）
が
検
出
さ
れ
、
食
品
衛
生

法
上
の
暫
定
規
制
値
を
上
回
る
結
果
が
出

た
市
町
村
で
は
、
出
荷
が
規
制
さ
れ
て
い

ま
す
。

  

町
内
の
状
況

山
北
町
内
で
生
産
さ
れ
た
一
番
茶
（
生

葉
）
を
、
県
で
採
取
し
分
析
し
た
結
果
、

放
射
性
ヨ
ウ
素
は
不
検
出
、
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
は
暫
定
規
制
値
を
下
回
る
結
果
で
し

  

今
後
の
状
況

す
で
に
収
穫
さ
れ
た
一
番
茶
で
、
規
制

値
を
上
回
っ
た
荒
茶
に
つ
い
て
は
、
出
荷

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
二
番
茶
に
つ
い
て
は
、
生
葉
、

荒
茶
と
も
に
、
規
制
値
を
下
回
っ
た
場
合

の
み
出
荷
が
可
能
と
な
る
見
込
み
で
、
そ

れ
以
外
は
出
荷
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

神
奈
川
ブ
ラ
ン
ド
の
足
柄
茶
主
要
産
地

で
あ
る
山
北
の
茶
が
出
荷
制
限
さ
れ
る
こ

と
は
、
生
産
者
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
、

町
の
主
要
産
物
の
衰
退
に
も
大
き
く
影
響

し
ま
す
。

町
も
、
県
や
国
と
調
整
を
図
り
、
足
柄

茶
を
守
る
た
め
に
今
後
も
最
大
限
の
努
力

を
し
て
い
き
ま
す
。　

（
６
月
21
日
現
在
）

た
が
、
国
の
「
荒
茶
も
検
査
を
行
う
」
と

い
う
方
針
に
基
づ
き
、
県
で
荒
茶
に
つ
い

て
も
検
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
暫
定
規
制
値

を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

  

生
葉
、
荒
茶
と
は
？

生
葉
と
は
、
茶
園
等
で
栽
培
さ
れ
て
い

る
茶
を
、
手
摘
み
や
機
械
摘
み
し
た
も
の

の
こ
と
で
、
水
分
を
多
く
含
ん
だ
状
態
の

茶
で
す
。

荒
茶
と
は
、
生
葉
を
茶
工
場
で
蒸
し
、

熱
や
力
を
加
え
て
揉
ん
だ
あ
と
、
乾
燥
さ

せ
た
も
の
の
こ
と
で
、
水
分
は
ほ
と
ん
ど

激
震

東
日
本
大
震
災
関
連
特
集

　

足
柄
茶
に　
　
　
走
る
！

激
震
激
震

放
射
能
検
査
を

　
　
　
　
実
施
し
て
い
ま
す

町
で
は
、学
校
、幼
稚
園
、保
育
園
、

公
園
等
に
お
い
て
、
放
射
能
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

検
査
方
法
は
、
放
射
能
測
定
器
を

使
用
し
空
間
で
の
検
査
を
行
い
、
土

壌
や
プ
ー
ル
の
水
な
ど
の
検
査
は
、

専
門
機
関
で
測
定
し
て
い
ま
す
。

検
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
き
ま
す
。
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被
災
地
医
療
支
援
レ
ポ
ー
ト

被災した女川町の様子

院長先生（右から３人目）と医療従事支援の方々（望月先生は一番右側）

町
立
山
北
診
療
所
の
望
月
先
生
が
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
宮
城
県
の
女
川
町
に
、

４
月
25
日
か
ら
28
日
ま
で
医
療
支
援
に
行
か
れ
ま
し
た
。

女
川
町
は
、
三
陸
海
岸
南
部
に
位
置
し
て
い
て
、
今
回
の
津
波
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
報
道
で
は
津
波
は
17
メ
ー
ト
ル
以
上
に
達
し
た
と
も
い
わ
れ
、
高
台
に
あ
る

女
川
町
立
病
院
も
１
階
部
分
が
津
波
に
よ
り
損
傷
し
ま
し
た
。

そ
の
町
立
病
院
で
、医
療
支
援
活
動
を
行
わ
れ
た
望
月
先
生
の
レ
ポ
ー
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

町
立
山
北
診
療
所　
望
月 

崇
紘

東
日
本
大
震
災
に
お
き
ま
し
て
、
被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
と
ご
遺
族
の
皆
様
に
対
し
、
深
く
お
悔
み

を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
震
災
を
受
け
、
私
は
4
月
25
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
被
災
地
医
療
支
援
に

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
私
が
支
援
に
行
っ
た
女
川
町
は
宮
城
県
牡
鹿
半
島
の
付
け
根
に

あ
た
り
、
最
も
津
波
被
害
の
大
き
か
っ
た
町
の
一
つ
で
す
。
3
階
の
建
物
の
屋
上
に
車

が
ひ
っ
く
り
返
っ
て
乗
っ
か
っ
て
い
た
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
が
支
柱
か
ら

根
こ
そ
ぎ
倒
れ
て
い
た
り
、
そ
の
光
景
は
言
葉
を
失
う
も
の
で
し
た
。
実
際
に
瓦が
れ
き礫

の

中
を
歩
い
て
み
る
と
、
油
や
ビ
ニ
ー
ル
が
焼
け
た
よ
う
な
臭
い
と
生
も
の
が
腐
っ
た
臭

い
と
潮
の
臭
い
と
が
混
ざ
っ
た
何
と
も
表
現
し
が
た
い
異
臭
が
漂
っ
て
い
る
と
い
う
の

が
テ
レ
ビ
で
は
伝
わ
り
に
く
い
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

現
地
で
私
は
町
立
病
院
の
内
科
外
来
を
主
に
担
当
し
ま
し
た
。
外
来
に
み
え
る
患
者

さ
ん
の
中
に
は
、
瓦
礫
撤
去
に
よ
る
粉
じ
ん
や
避
難
所
生
活
の
影
響
で
長
引
く
咳
や
の

ど
の
痛
み
を
訴
え
る
方
が
多
数
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
家
族
や
大
切
な
方
を
失
っ
た

悲
し
み
を
無
理
に
心
に
押
し
込
め
る
た
め
、
体
の
不
調
と
い
う
形
で
そ
れ
が
表
現
さ
れ

て
し
ま
う
方
が
何
人
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
患
者
さ
ん
達
を
前
に
、
被
災
者
で
も

あ
る
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
が
医
療
機
関
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す
べ
く
一
致
団
結
し

て
努
力
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
姿
は
心
動
か
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

被
災
地
支
援
の
間
、
当
診
療
所
を
一
部
休
診
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
た
め
、
地
域
の

皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
こ
れ
か
ら
も

引
き
続
き
長
期
的
な
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
当
診
療
所
と
し
て
も
で
き
る
こ
と
を
や
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
関
連
特
集

　
被
災
さ
れ
た
方
々
の
た
め
に

　
望
月
先
生
が
被
災
地
で
医
療
支
援
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デジサポ神奈川では
戸別相談を行っています

地デジの悪質商法にご注意ください！！

今月２４日でアナログテレビ放送は完全に終了します。
終了日間際は、アンテナ等の工事が集中する可能性があります。
地デジの準備がお済みでない方はお急ぎください。

アナログ放送　終了間際!!
地デジの準備はお済みですか？

◆テレビ等の準備は大丈夫？　（テレビ画面右上に「アナログ」と表示されていませんか？）

◆アンテナの準備は大丈夫？　（分からないときはお近くの電気店等にお問い合わせください）

地デジを見るためには？　一戸建て住宅の方　

地デジのアンテナ工事業者等を装い家庭を訪問し、前金
を受け取って工事を実施しない等の事例がおこっています。
頼んでもいないのにアンテナ工事業者等を名乗る者が訪ね
て来た時は、十分注意してください。

また、総務省やデジサポ神奈川、役場より地デジ対応の
申込み代金等をはがきや電話等で請求するようなことは
一切ありませんので、ご注意ください。

怪しいなと思ったときは、はっきり断り、どんな要求を
されても自分の判断でお金は払わないでください。

※集合住宅にお住まいの方は、管理会社や大家さんにお問い合わせください。

※デジタルテレビを購入される場合、
価格は大きさにより異なります。

※今のテレビで見られますが、チュー
ナーをお買い求めください。

※パソコン用の地デジチュー
ナーをお買い求めください。

デジタルテレビに
買い換える

今お使いのテレビに
チューナーを付ける

パソコンで見る

総務省（デジサポ神奈川）では、高齢者等
の方々のために「戸別相談（訪問相談）」を
無料で実施しています。

地デジに関するお問い合わせは、
　デジサポ神奈川コールセンター
　（０４５－３４５－０１１０）または、
　町企画財政課企画班（７５－３６５２）に
　ご連絡ください。

通常はそのまま地上デジタル放送を
受信できますが、調整等が必要な場
合があります。

ＵＨＦアンテナ工事が
必要です。

ＵＨＦアンテナの場合
ＶＨＦアンテナの場合
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６
月
12
日
（
日
）
尺
里
東
地
区
を
対
象
と
し
て
「
土
砂
災
害
・
全
国
統
一
防
災
訓
練
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
関
係
防
災
機
関
及
び
地
域

住
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
情
報
伝
達
訓
練
及
び
避
難
訓
練
な
ど
を
実
施
し
、
土
砂
災
害
に
対

す
る
警
戒
避
難
体
制
の
強
化
と
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
目
的
で
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

尺
里
東
地
区
住
民
１
０
２
人
の
参
加
を
得
て
、
正
副
自
治
会
長
、
組
長
、
民
生
委
員
児
童

委
員
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
参
加
者
は
真
剣
に
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
県
松
田
土
木
事
務
所
に
よ
る
「
土
砂
災
害
に
つ
い
て
の
研
修
会
」
で
は
、
土
砂

災
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
等
に
つ
い
て
学
び
有
意
義
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

【
想　
　
定
】

降
り
続
く
雨
の
た
め
、

谷
戸
沢
、
安
洞
沢
及
び

孫
子
沢
で
土
砂
災
害

の
危
険
性
が
高
ま
り
、

土
砂
災
害
警
戒
情
報

が
発
令
さ
れ
た
。

【
訓
練
内
容
】

 

・
避
難
訓
練　

・
安
否
確
認
訓
練

・
要
援
護
者
搬
送
訓
練

 

・
土
砂
災
害
に
つ
い
て
の

　
　
研
修

富士急湘南バス株式会社から
新松田駅～
山北駅間などの「減便」「路線廃止」の
申し出がありました

自衛官相談員を委嘱しました

富士急湘南バス株式会社より、「路線退出等意向申出
書」が神奈川県生活交通確保対策地域協議会に提出され
ました。

この申し出は、事業者単独で路線を維持することが困
難なため、休廃止せざるを得ない場合などに提出される
もので、平成２３年中に結論を出すよう、各関係者が最
大限の努力をしていくこととなっています。

個別路線の具体的な対策は、神奈川県生活交通確保対
策地域協議会内に設置された分科会において協議するこ
ととなっていますので、今回、申し出のあった町内の路
線については、富士急湘南バス株式会社と分科会に参画
している町が協議することになります。

今回の申し出は、町民の方の生活交通にかかわる減便
及び路線廃止の申し出のため、町では、町民の利便性が
著しく阻害されないように、全力で富士急湘南バス株式
会社を初め、関係機関と調整、検討を実施しています。

また、町民の皆さんも公共交通機関であるバスの利用
をお願いします。

【問合せ】企画財政課企画班　（電話）７５－３６５２

６月６日、国民の生命・財産を献身的に守る自衛隊
の募集相談員３名の委嘱式が行われました。

委嘱式には副町長、自衛隊本部長が出席し、町長と
本部長の連名による委嘱状を授与しました。

 
氏　　　名 地　　　　区

武　　　徳　弘 山　北（萩　原）
原　田　紘　一 山　北（怒杭文化）
田　中　博　幸 山市場（湯本平）

 
氏　　　名 地　　　　区

瀬　戸　孝　司 山　北（宮　地）

【委嘱された方々】　 （任期は2年）

※写真左から

【退任された方】

向
原
尺
里
東
地
区
で

　「
土
砂
災
害
・
全
国
統
一
防
災
訓
練
」を
実
施

要援護者搬送訓練の様子
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家庭からの生活排水による水質汚濁防止のため、今年度も個人設置型合併処理浄化槽を設置する方に対して

補助金を交付します。（公共下水道区域〔※1〕及び三保ダム集水域（三保地域）〔※2〕を除く地域）

合併処理浄化槽を設置する方に
補助金を交付します

○個人設置型合併浄化槽を設置する場合の補助金額は次のようになります。

前
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
の
遠
藤
安
弘
さ
ん
が

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

前
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
会
長
の
遠
藤
安
弘

さ
ん
が
厚
生
労
働
大
臣
特

別
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。遠

藤
安
弘
さ
ん
は
、
山
北

町
民
生
委
員
児
童
委
員
と

し
て
、
平
成
７
年
か
ら
15
年

間
と
い
う
多
年
に
わ
た
り
、

地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会

福
祉
の
推
進
の
た
め
に
広

範
な
活
躍
を
さ
れ
ま
し
た
。

 

人　槽

新しく合併処理
浄化槽を

設置する場合

合併処理浄化槽の
建て替えを行う場合
（建築確認を伴う）

単独浄化槽・汲み取りから
合併処理浄化槽への転換をする場合

（建築確認を伴わない）

設置に対する
補助金額

設置に対する
補助金額

既設浄化槽の
撤去に対する

補助金額

設置に対する
補助金額

既設浄化槽の
撤去に対する

補助金額

５人槽 16万8千円 16万8千円 4万5千円 33万2千円 9万円

７人槽 20万7千円 20万7千円 4万5千円 41万4千円 9万円

10人槽 27万6千円 27万6千円 4万5千円 54万8千円 9万円

（注）個人設置型の補助金については、国の基
準改定等により変更となる場合があります。
設置を希望される方（一般家庭のみ）は事前
に生活環境課までご相談ください。また、平
成２３年度の補助対象は平成２４年３月３１
日までに完成するものに限ります。

※１公共下水道区域とは、山北・岸・向原・平
山地域で公共下水道に接続可能な区域のこ
とです。

※２三保ダム集水域（三保地域）については、
今年度４６基の町設置型高度処理型合併浄
化槽の設置を計画しています。設置を希望
される方（事業所含む）は、生活環境課に
お問合せをお願いします。町設置型合併浄
化槽は、町が浄化槽設置及び維持管理を
行いますが、分担金及び使用料が別途必要
となります。（５人槽、７人槽、１０人槽、
１１人槽以上で異なります）

【問合せ】生活環境課生活環境班
　　　　　（電話）７５－３６４５
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湯河原やっさまつり＆
海上花火大会

湯河原町観光課
電話63-2111
（内線711～714）

問

箱根町
総合観光案内所
電話
0460-85-5700

問

8月 2日(火)・ 
3日(水）

サンバパレード＆
伊豆湯河原温泉
　　　納涼花火大会

(社)湯河原温泉
観光協会
電話64-1234

問
7月30日（土）

ヤシが揺れる南国情緒あるれる公園でのフラダンスの演舞。サーフフォトグラ
ファーによるスライド＆フィルムライブショー。ワークショップなど。 
場所：お林展望公園　

国内最大級の規模とトップクラスのパフォーマンス（演奏、ダンス）を誇るサンバ
チームが、温泉街を華やかにパレードします。パレードの終了地点「泉公園」で
は、毎年恒例の「伊豆湯河原温泉納涼花火大会」を開催。間近でみる勇壮な遠州
手筒花火と打ち上げ花火は迫力満点です！　　　場所：落合橋～泉公園

郷土の英雄である土肥実平が民衆に放歌乱舞の機会を与えたことが起源と言
われ、花車やみこしがくり出すにぎわいの中を、夏を呼ぶ独特の「やっさ、もっさ」
の掛け声とともに、ちびっ子や芸妓たちが粋な姿で練り踊ります。
2日（火）やっさ踊りパレード（湯河原小学校前～桜木公園前）
3日（水）海上花火大会（湯河原海水浴場沖合）

洒水の滝まつり 山北町観光協会
電話75-2717

問7月24日(日）
洒水の滝は「日本の滝百選」、またその水は「全国名水百選」に選ばれている名瀑
です。雄大なその姿は三段からなり、落差は一の滝は69m、二の滝は16m、三の
滝は29mという豪快な滝です。まつりでは、洒水太鼓の演奏、火祭り、奉納舞踊、
歌謡ショー、地場産品の販売などが行われます。

マナ真鶴
～ハワイアンの夕べ～
【主催：真鶴町商工会青年部】

真鶴町商工会
電話68-0033

問

真鶴町観光協会
電話68-2543

問

松田町観光協会
電話85-3130

問

8月27日(土)・ 
28日（日）

7月27日(水）・ 
28日（木）

灯籠流し、盆踊り、海上花火。　　　場所：岩海岸岩海岸夏まつり 8月 6日(土)

国の指定重要無形民俗文化財にも指定されている貴船神社の歴史ある例大祭。
鹿島踊り、花山車、おはやしなど。 　　　場所：貴船神社、町内貴船まつり

湯河原町

真 鶴 町

8月16日（火）

野外ステージで湯立獅子舞や歌謡ショーなどが披露されます。仙石原すすきまつり 8月25日（木）

大正時代から続く、今年で90周年を迎える伝統行事です。　明星ヶ岳山頂付近
に大きく「大」の文字が浮かび上がります。　花火も打ち上げられます。箱根大文字焼

8月 5日(金) 湖上に浮かべた大鳥居に火を放ち、花火や灯籠とともに湖水を美しく彩ります。
（7月31日～8月5日の間、花火大会が開催され、夏の芦ノ湖を鮮やかに彩ります［花火大会日程は未定］）鳥居焼まつり、流灯祭

湯本の早川沿いなどを寄木灯籠でライトアップし、幻想的な空間を演出します。
期間中は各種イベントも開催されます。灯街道・箱根湯本 8月 1日(月)～

8月31日（水）

湖水の神事、灯籠流しを行います。
（7月31日～8月5日の間、花火大会が開催され、夏の芦ノ湖を鮮やかに彩ります[花火大会日程は未定］）湖水まつり 7月31日（日）

箱 根 町

松田町と開成町が合同で開催。
夏の終わりに、華やかな花火が酒匂川の夜空を彩ります。あしがら花火大会

松田町・開成町

花火大会メイン会場の丹沢湖駐車場では、夕方から和太鼓や郷土芸能などが行
われます。夜の花火大会での打上花火と水中花火のコラボレーションは必見で、
花火の音が周囲の山々に反響し迫力ある響きが楽しめます。

丹沢湖花火大会
実行委員会
（産業観光課内）
電話75-3646

問

8月10日(水）丹沢湖花火大会

豊かな森林(もり)と清流のまち"やまきた"を漕ぐ、さわやかレクリエーションレー
ス。さわやかな風がふきぬける自然豊かな丹沢湖へ、色とりどりのカヌーが全国
各地から集結！　

山北町生涯学習課
電話75-3649

問7月18日(祝）カヌーマラソン
               IN 丹沢湖

山 北 町

役場庁舎駐車場と周辺道路を会場に開催される「大井よさこいひょうたん祭」は、華やかに飾
りつけられたけやき通りとメイン会場となる駐車場で、1,000人を超える踊り手が、よさこい
節の軽快なリズムに乗って、華やかに飾りつけられた会場を踊りまわり、真夏の夜を彩ります。

大井町地域振興課
電話85-5013

問8月 7日(日)大井よさこい
　　　　ひょうたん祭

大 井 町

8月27日(土)

松田町観光協会
電話85-3130

問昼間はパレードとして大名行列赤坂奴、まとい、神輿、チアリーディングなどが商
店街等を回ります。夜は酒匂川で打ち上げ花火も見られます。まつだ観光まつり

松 田 町
8月27日(土)

小田原市水産海浜課
電話22-9227

問さわる水族館・みなとのステージ・鮎のつかみどり  ほか小田原みなとまつり

小田原市観光協会
電話22-5002

問小田原ちょうちん踊りコンクール、ステージイベント  ほか小田原ちょうちん夏まつり
小田原市 

7月30日（土）・
31日（日）

南足柄市観光協会事務局
（産業振興課内) 
電話73-8031

問お水送り、子ども太鼓、足柄ばやし、狩川ダックレース、パレード（神輿など）、
盆踊り、東北物産市、子どもランドほか　　　場所：南足柄中学校ほか第35回足柄金太郎まつり

南足柄市

8月 7日(日)

8月 7日(日)

県西地域

県西地域は、今年の夏も魅力あふれるイベントが盛りだくさん！
ぜひお出かけください！

県西地域は、今年の夏も魅力あふれるイベントが盛りだくさん！
ぜひお出かけください！
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この計画では、以下の３つのプロジェ
クトを段階的に実施します。

●計画のコンセプト ●想定される導入機能

『新たな定住者と地域の拠点づくり、町の顔づくり』

イメージ図

定住トピックス　その12

山北駅北側元気づくりプラン(山北駅北側用地基本計画)及び
東山北1000まちづくり基本計画を策定しました。

『山北駅北側元気づくりプラン』のあらまし

町では、少子高齢化の進行や他地域への転出などから人口が減少しており、町への定住者を確保していくこ
とが課題となっています。定住総合対策のさらなる促進を図ることから『山北駅北側元気づくりプラン(山北駅
北側用地基本計画)』及び『東山北1000まちづくり基本計画』を平成２３年３月に策定しましたので、そのあ
らましをお知らせいたします。

本計画は若者世代の定住人口を確保するため山北駅周辺に町営住宅の整備、駅利用者・居住者の利便性及び
商店街の活力向上を目指した商業施設整備、安全な歩行者環境を図るための道路整備の３つのプロジェクトを
段階的に進めていきます。今年度からは基本計画の具体化に向け民間活力を活用した町営住宅のＰＦＩ事業や
商業施設の立地可能性など事業の詳細な検討をしていきますので、町民の皆さんへは、その進捗に応じて広報
や町ホームページなどにより情報提供等を行ってまいります。

●計画の基本的考え方

民間と連携した
定住対策

住宅の供給

駅周辺の
生活拠点
づくり

駅周辺の
顔づくり

山北駅
北側用地

町営住宅の整備

商業施設の整備

道路等の整備
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これらの計画についてのご意見ご提案等があれば定住対策室までお問い合わせください。
※詳細につきましては、町ホームページをご参照ください。

『東山北1000まちづくり基本計画』のあらまし
長年、地域から要望のあった東山北駅周辺地域の活性化について、地元自治会長を中心に様々な団体で構成

する東山北駅周辺魅力づくり検討会を平成21年7月に発足し、これまでに様々な議論・検討を重ね、本年3月に
“東山北1000まちづくり基本計画”として作成いたしました。

本計画は、官・民の協働による東山北駅周辺
地域の魅力あるまちづくりをテーマとして、そ
の名のとおり“東山北に１,000人の人口増加を
目指す”をキャッチフレーズに、東山北駅前地区、
尾先地区、水上地区、原耕地地区の４つの重点
地区を中心に駅前機能の向上、住宅開発、商業
開発、交通ネットワークの整備等を推進するも
のです。

今後は、この基本計画をベースに地権者や地
域の同意形成を図りながら、事業の具体化に向
けた推進をしていきます。

【問合せ】定住対策室定住対策班　（電話）７５－３６５０

《まちづくりの方針》

(東山北1000まちづくり基本計画より)

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
、
町
内
に
避
難
さ
れ

た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

町
で
も
過
去
に
大
き
な
災
害
を
受
け
、
日
本
中
か

ら
温
か
い
支
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
で
手
を
取
り
合
っ
て
、
と
も
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

お
話
を
伺
っ
た
の
は

Ａ
さ
ん
（
女
性
）

Ｂ
さ
ん
、
Ｃ
さ
ん
（
ご
夫
妻
）

が
ん
ば
れ 

東
北
!!

　
町
内
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た

Ｑ　
山
北
に
住
ん
で
み
て
、
ど
の
よ
う
な
印
象
を
持
た
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　

・
近
所
を
は
じ
め
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
非
常
に
温
か
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

・
元
々
、
田
舎
暮
ら
し
が
好
き
な
の
で
、
と
て
も
住
み
や
す
く
感
じ
て
い
ま
す
。

・
昔
な
が
ら
の
お
店
（
個
人
商
店
）
が
あ
り
、
買
い
物
を
し
な
が
ら
お
店
の
方
や
お
客
さ
ん

と
会
話
が
で
き
る
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

・
野
菜
を
届
け
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
お
薬
を
い
た
だ
い
た
り
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
と
思
い

ま
す
。

・
避
難
生
活
に
当
た
り
、
こ
れ
だ
け
の
環
境
を
整
え
て
い
た
だ
い
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

・
買
い
物
に
つ
い
て
、
少
し
だ
け
物
価
が
高
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

Ｑ　
現
在
の
生
活
の
中
で
、
何
か
感
じ
た
り
思
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

・
車
で
移
動
で
き
る
の
で
、
と
く
に
こ
れ
と
い
っ
た
不
便
も
な
く
生
活
し
て
い
ま
す
。

・
趣
味
を
通
じ
て
友
だ
ち
が
で
き
た
り
、
偶
然
知
り
合
い
と
出
会
っ
た
り
、
生
活
に
は
満
足

し
て
い
ま
す
。

・
町
の
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
訪
れ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

・
町
の
行
事
や
活
動
の
情
報
が
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

・
避
難
生
活
の
期
限
の
こ
と
や
、
住
所
の
異
動
の
こ
と
が
気
が
か
り
で
す
。

・
以
前
の
居
住
地
の
役
所
や
金
融
機
関
が
機
能
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
ち
ら
で
の
事
務
手
続

き
が
不
明
確
な
点
で
不
安
が
あ
り
ま
す
。
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患か
ん
じ
ゃ者
さ
ん
た
ち
の
人
権

・性的接触による感染
・血液を介する感染
・母子感染

これ以外の日常的な接触（咳・
くしゃみ・入浴・プール・便座
や食器の共用・ペットや虫を介
して）等で感染することはない。

HIVの感染経路は３つだけ

みんなのしあわせ   わたしのねがいみんなのしあわせ   わたしのねがい

ひと
やさしさとは　　人のいたみがわかること
あたたかさとは　　助け合う心
ふれあいとは　　共に生きようとすること

たす あ こころ

とも い

それはやさしさ・    あたたかさ・ふれあい
「 人   権 」・・・   じんけん

2011年7月 第89号
山北町教育委員会

人じ
ん
け
ん権

と
は｢

私
た
ち
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
も
っ

て
い
る
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め

の
、
誰だ
れ

か
ら
も
侵お
か

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
基き
ほ
ん
て
き

本
的
な

権け
ん
り利｣
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
に
様さ
ま
ざ
ま々

な
人
権
侵し
ん
が
い害
を
受う

け
、
悩な
や

み
苦く
る

し
ん
で
い
る
多
く

の
方
々
が
い
る
こ
と
も
事じ
じ
つ実
で
す
。

詩し

｢

と
も
だ
ち｣
は
、
第
六
十
二
回
全ぜ
ん
こ
く国
人
権
・

同ど
う
わ
き
ょ
う
い
く
け
ん
き
ゅ
う
た
い
か
い

和
教
育
研
究
大
会
佐さ

が賀
大
会
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン

グ
で
す
。

い
つ
の
時じ
だ
い代
に
お
い
て
も
様
々
な
人
権
侵
害
の

最さ
い
だ
い大
の
被ひ
が
い
し
ゃ

害
者
は
子
ど
も
で
す
。
私
た
ち
は
こ
の

詩
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
し
っ
か
り
受
け
止と

め
る
と
と

も
に
、
今い
ま
ち
き
ゅ
う
じ
ょ
う

地
球
上
に
生
き
て
い
る
一
つ
の
命
と
し

て
、
た
が
い
の
「
ぬ
く
も
り
」
を
共き
ょ
う
ゆ
う有す
る
た
め

に
何
が
で
き
る
か
を
、
と
も
に
考
え
る
必ひ
つ
よ
う要
が
あ

り
ま
す
。
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め
の
運う
ん
ど
う動

に
共き
ょ
う
か
ん感す

る
人
々
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

で
す
。

一
九
八
〇
年
代
末
、
ア
メ
リ
カ
で
大
き
な
社し
ゃ
か
い会

問も
ん
だ
い題
と
な
っ
た
エ
イ
ズ
は
、
そ
の
後ご

世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中
に
拡か
く

大だ
い

し
、
現げ
ん
ざ
い在
は
開か
い
は
つ
と
じ
ょ
う
こ
く

発
途
上
国
を
中
心
に
深し
ん
こ
く刻
な
状
じ
ょ
う

況き
ょ
うを
引ひ

き
起お

こ
し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
で
も
こ
の
頃こ
ろ
、
い
わ
ゆ
る｢

薬や
く
が
い害
エ
イ

ズ
事じ
け
ん件｣

に
よ
り
多
く
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感か
ん
せ
ん
し
ゃ

染
者
及
び
エ

イ
ズ
患か
ん
じ
ゃ者
を
生
み
出
し
大
き
な
問
題
と
な
る
と
と

も
に
、
エ
イ
ズ
に
対
す
る
正
し
い
知ち
し
き識
や
理り
か
い
ぶ

解
不

足そ
く

か
ら
様
々
な
人
権
問
題
が
発は
っ
せ
い生
し
、
感
染
者
や

患
者
さ
ん
た
ち
を
苦
し
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全ぜ
ん
こ
く
て
き

国
的
な
取と
り
く組
み
が
展て
ん
か
い開
さ
れ
る

こ
と
を
通
し
、
一い

っ
て
い定

の
理
解
が
進
む
と
と
も
に
、

医い
が
く学
の
発は
っ
た
つ達
に
よ
り
、
エ
イ
ズ
は
致ち
め
い
て
き

命
的
な
疾し
っ
ぺ
い病

か
ら
慢ま
ん
せ
い
て
き

性
的
な
疾
病
へ
と
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
こ
数
年
、
わ
が
国
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者

数
は
、
先せ
ん
し
ん
し
ょ
こ
く
な
い

進
諸
国
内
で
唯ゆ
い
い
つ
ぞ
う
か
け
い
こ
う

一
増
加
傾
向
に
あ
り
、

あ
ら
た
め
て
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
同お
な

じ
過あ
や
まち
を
繰く

り
返か
え

さ
な
い
た
め

に
、
次
の
こ
と
を
確か
く
に
ん認
し
、
理
解
を
深ふ
か

め
た
い
も

の
で
す
。

こ
の
マ
ー
ク
は｢

レ
ッ
ド

リ
ボ
ン｣

と
い
い
、
世せ
か
い
じ
ゅ
う

界
中

の
エ
イ
ズ
に
苦
し
む
人
々
に

対
す
る
、
理り
か
い解
と
支し
え
ん援
の
た

５秒
びょう

にひとり　食
たべ

べるものがなくて
ぬくもりなくす　ともだちがいるんだ

５分
ふん

に８人
にん

　飲
の

める水
みず

がなくて
ぬくもりなくす　ともだちがいるんだ

おちこんだりって　すばらしいこと
つないだ手

て
が　あたたかいから

気
き

づけるはずさ　ともだち
　　　みんなに伝

つた
えて　ともだち

　　　勇
ゆ う き

気をだして　手
て

をさしのべたら
ぬくもりつづく　ともだちがいるんだ

見
み

えないままじゃ　不
ふ こ う

幸なこと
歩
ある

くための　みちしるべなんだ

気
き

づけるはずさ　ともだち
みんなに伝

つた
えて　ともだち

わかりあえるって　しあわせなこと
つないだ手

て
が　あたたかいから

感
かん

じあいたい　ともだち
たしかめてごらん　ともだち

感
かん

じあいたい　ともだち
たしかめてごらん　ともだち
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女
性
に
か
か
わ
る
人
権

そ
の
ほ
か
の
問
題

男
は
仕し
ご
と事　
女
は
家か
て
い庭

賛成　　　　　 　　　 12.7％
どちらかといえば賛成  32.5％
反対　　　　　　　　  21.5％
どちらかといえば反対  27.4％
わからない　　　　　 　5.9％

（平成16年度　内閣府調査）

「男は仕事、女は家庭」
あなたはどう思いますか？

みんなのしあわせ   わたしのねがいみんなのしあわせ   わたしのねがい

ひと
やさしさとは　　人のいたみがわかること
あたたかさとは　　助け合う心
ふれあいとは　　共に生きようとすること

たす あ こころ

とも い

それはやさしさ・    あたたかさ・ふれあい
「 人   権 」・・・   じんけん

2011年7月 第89号
山北町教育委員会

の
世せ

わ話
等
に
安あ
ん
し
ん心
し
て
取と

り
組く

め
る
環か
ん
き
ょ
う境
の
整せ
い
び備

と
社
会
の
理
解
の
進し
ん
て
ん展

が
求も
と

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
Ｄ
Ｖ
、
性
犯は
ん
ざ
い罪
、
売ば
い
ば
い
し
ゅ
ん

買
春
、
セ

ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行こ
う
い為
等
、
女
性
を
取
り
巻

く
現
実
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
男
女
の
人
権
が
等
し
く
尊そ
ん
ち
ょ
う重
さ
れ
る

真し
ん

の
男
女
共き
ょ
う
ど
う
さ
ん
か
く

同
参
画
社
会
の
実じ
つ
げ
ん現
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。　
　
　
　
　
　

「
ご
父ふ
け
い兄
の
皆
さ
ま
に
は
、
公こ
う
し
と
も

私
共
に
お
忙い
そ
が
し

い
・
・
。」　

こ
の
よ
う
な
表
現
は
、
い
ろ
い
ろ
な

会か
い
ぎ議

の
中
で
時
々
耳み
み

に
し
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち

も
な
に
げ
な
く
使
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

「
父
兄
」
と
い
う
表
現
は
、
家か

ふ
ち
ょ
う
せ
い

父
長
制
の
名な
ご
り残
の

こ
と
ば
と
し
て
、
差さ

べ
つ
か
ん

別
感
を
も
つ
人
が
い
る
こ
と

か
ら
、
今
で
は｢

保ほ
ご
し
ゃ

護
者｣

と
い
う
言い

い
換か

え
が

定て
い
ち
ゃ
く
着
し
て
い
ま
す
。
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日に
ほ
ん
こ
く
け
ん
ぽ
う

本
国
憲
法
で
は
、
性せ
い
さ
べ
つ

差
別
の
禁き
ん
し止
、
家か
ぞ
く
か
ん

族
関

係け
い

に
お
け
る
男だ
ん
じ
ょ
び
ょ
う
ど
う

女
平
等
な
ど
に
つ
い
て
明め
い
か
く確
に
規き

定て
い

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
現
実
に
は
、
家
庭
や
社

会
の
様
々
な
場ば
め
ん面
で
女
性
が
不ふ
り
え
き

利
益
を
受
け
る
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
る
と
、
ま
だ
ま
だ
厳き
び

し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

共と
も
ば
た
ら

働
き
の
家
庭
が
増

加
し
、｢

育い
く

メ
ン｣

と

い
う
言
葉
が
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
現

在
、
夫ふ
う
ふ婦
が
力
を
あ
わ

せ
、
よ
り
よ
い
家
庭
を

作
っ
て
い
く
こ
と
は
、

時
代
の
要よ
う
せ
い請

で
あ
る
と

い
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
イ
ラ
ス
ト
を
見
て
ど
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
か
。

｢

男
は
仕
事
、
女
は
家
庭｣

と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
固こ
て
い
て
き

定
的
な

性せ
い
べ
つ
や
く
わ
り
ぶ
ん
た
ん

別
役
割
分
担
の
意い
し
き識
は
、
現

在
、
ず
い
ぶ
ん
改か
い
ぜ
ん善

さ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
が
、
平
成
十
六
年
度
の
内な
い
か
く
ふ
ち
ょ
う
さ

閣
府
調
査
に

女
性
の
社
会
進し

ん
し
ゅ
つ

出
を
妨さ
ま
たげ

る
要よ
う
い
ん因

に
、
男
性
に

比
べ
て
の
相そ
う
た
い
て
き
ひ
ん
こ
ん

対
的
貧
困
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

学が
く
れ
き歴

の
問
題
、
非ひ
せ
い
き
ろ
う
ど
う

正
規
労
働
に
従じ
ゅ
う
じ事

す
る
人
が

多
い
な
ど
の
就
し
ゅ
う
ぎ
ょ
う
け
い
た
い

業
形
態
の
違ち
が

い
に
よ
る
男
女
の
賃ち
ん

金ぎ
ん
か
く
さ

格
差
等
に
よ
り
、そ
の
比ひ
り
つ率

は
高
い
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。
女
性
が
働
き
な
が
ら
、
育い
く
じ児

や
家
族

キミは知
し

ってるかい？　この星
ほし

には
明
あ し た

日が来
こ

ない　ともだちがいるんだ

キミは知
し

ってるかい？　この星
ほし

には
明
あ し た

日が来
こ

ない　ともだちがいるんだ

ケンカできるって　ステキなこと
それもこれも　明

あ し た
日があるから

同
おな

じ時
じ か ん

間を　生
い

きてるキセキ
青
あお

い空
そら

なら　つながってると　　　

キミは知
し

っているね　なにができるか　　　
明
あ し た

日に会える　ともだちがいるんだ

知
し

らないままじゃ　悲
かな

しいこと
わかることが　明

あ し た
日に向かって

同
おな

じ時
じ だ い

代で　出
で あ

会えたキセキ
暗
くら

い夜
よる

でも　朝
あさ

は来
く

るって

笑
わら

いあえるって　うれしいこと
それもこれも　明

あ し た
日があるから

同
おな

じ時
じ か ん

間を　生
い

きてるキセキ
みんなどこかで　つながっている

同
おな

じ時
じ だ い

代で　出
で あ

会えたキセキ
みんなどこかで　つながっている

コ
ラ
ム 「
こ
と
ば
と
人
権
」
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子
育
て
っ
て

　
　
い
い
ね
！

お
父
さ
ん　
佐
藤　
昌
之
さ
ん

お
母
さ
ん　
　
　
　
茉
奈
実
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
杏あ

ん
な奈

ち
ゃ
ん　
２
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
楓か
え
で　

く
ん　
１
か
月

佐藤さん
ご家族

＜山市場＞

山
﨑
雄
一
朗
く
ん
は
、
清
水
中
学
校
剣
道
部

の
部
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
て
、
４
月
29
日

に
開
催
さ
れ
た
県
西
ブ
ロ
ッ
ク
中
学
校
春
季
剣

道
大
会
で
は
、
個
人
戦
に
お
い
て
優
勝
と
い
う

優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。
７
月
に
は
、

県
大
会
へ
の
出
場
も
控
え
、
さ
ら
な
る
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
山
﨑
雄
一
朗
く
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

剣
道
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。

「
も
と
も
と
は
親
や
親
戚
の
勧
め
も
あ
っ
て
、

剣
道
を
始
め
ま
し
た
。
小
学
校
２
年
生
の
時
に

清
水
剣
道
ク
ラ
ブ
に
入
り
、
中
学
生
に
な
っ
て

か
ら
は
部
活
動
で
も
剣
道
部
に
入
部
し
、
現
在

ま
で
７
年
以
上
続
け
て
い
ま
す
。」

普
段
は
ど
の
く
ら
い
練
習
し
て
い
ま
す
か
。
ま

た
得
意
技
は
あ
り
ま
す
か
。

「
毎
日
の
部
活
動
で
の
練
習
と
、
ク
ラ
ブ
で

は
火
曜
日
と
金
曜
日
の
夜
に
練
習
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
も
、
土
曜
日
や
日
曜
日
に
は
、
近

隣
の
中
学
校
や
高
校
の
部
活
動
に
参
加
し
て
練

習
を
し
て
い
ま
す
。
得
意
と
し
て
い
る
技
は
、

素
早
く
打
つ
こ
と
の
で
き
る
籠
手
（
コ
テ
）
で

す
。」

普
段
の
練
習
や
試
合
に
臨
む
時
に
心
掛
け
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

「
普
段
の
練
習
で
は
、
自
分
の
練
習
だ
け
で
は

な
く
て
、
部
員
み
ん
な
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
合
っ

て
、
基
本
の
動
き
か
ら
外
れ
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
い
ま
す
。
も
し
も
外
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

よ
う
な
時
に
は
、
基
本
に
戻
す
よ
う
に
声
を
掛

け
合
っ
て
練
習
し
て
い
ま
す
。
試
合
の
前
に
は
、

「
や
る
ぞ
」
と
い
う
気
持
ち
を
高
め
る
た
め
に
、

得
意
と
し
て
い
る
技
を
特
に
練
習
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
試
合
の
時
に
は
、
部
員
同
士
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、
み
ん
な
で
緊
張
感

を
ほ
ぐ
し
ま
す
。
そ
し
て
、
試
合
中
は
集
中
力

を
切
ら
さ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。」

将
来
の
夢
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
僕
は
鉄
道
が
大
好
き
な
の
で
、
将
来
は
鉄
道

会
社
に
就
職
し
て
運
転
手
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
は
剣
道
か
ら
離
れ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学
生
の
う
ち
は
で
き

る
限
り
剣
道
を
続
け
て
、
今
の
実
力
よ
り
も
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
自
分
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま

す
。」

町
の
人

　
山
﨑　
雄
一
朗
く
ん

　
（
清
水
中
学
校
３
年
生
）

は
じ
め
ま
し
て
。
山
市
場
に
住
ん
で
い
る
佐

藤
で
す
。

我
が
家
の
家
族
を
紹
介
し
ま
す
。
夫
、
私
、

２
歳
４
か
月
の
長
女　

杏
奈
（
あ
ん
な
）、
５

月
１
日
に
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
長
男　

楓
（
か

え
で
）
と
、
夫
の
兄
と
義
姉
、
従
兄
弟
で
４
歳

の
由
奈
ち
ゃ
ん
、
１
歳
の
奎
輔
く
ん
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
10
人
の
大
家
族
で

す
。杏

奈
は
、
た
ま
に
は
従
兄
弟
達
と
喧
嘩
も
し

ま
す
が
、
毎
日
仲
良
く
遊
ぶ
の
が
大
好
き
な
、

好
奇
心
旺
盛
で
元
気
一
杯
な
子
ど
も
で
す
。
最

初
の
子
ど
も
な
の
に
、
あ
ま
り
人
見
知
り
し
な

い
子
だ
っ
た
の
で
、
私
と
し
て
は
少
し
寂
し
い

時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
弟
が
生
ま
れ
て
か
ら
は
、

「
マ
マ
、
マ
マ
」
と
甘
え
ん
坊
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
楓
が
泣
い
た
り
す
る
と
、
姉
ら
し
く

振
る
舞
い
と
て
も
可
愛
い
で
す
。

楓
は
、
３
，
５
１
０
ｇ
と
大
き
く
生
ま
れ
ま

し
た
。
ま
だ
１
か
月
を
過
ぎ
た
ば
か
り
な
の
に
、

寝
て
い
て
も
手
足
を
よ
く
動
か
す
し
、
掛
け
て

あ
る
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
な
ど
は
足
の
下
の
方
に

蹴
っ
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
元
気
の
良
い
子

ど
も
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

子
育
て
は
思
っ
た
以
上
に
大
変
で
す
が
、
家

族
み
ん
な
の
協
力
が
あ
り
、
非
常
に
助
か
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
２
人
の
成
長
を
温
か

く
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
茉
奈
実
さ
ん
）
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公開したもの ０件
行政文書の一部に
個人名等が記載さ
れていたため、そ
の部分を除いて公
開したもの

１件

町が保有していな
いため不存在とし
たもの

０件

行政文書公開請求の
処理状況

　
平
成
22
年
度

　
　
情
報
公
開
制
度
の

　
　
運
用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

町
が
保
有
す
る
行
政
文
書
を
み
な
さ
ま
の
請
求
に

応
じ
て
公
開
す
る
情
報
公
開
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
平
成
22
年
度
の
行
政
文
書
公
開
請
求
件
数
は
１

件
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
よ
る
個
人
の
権

利
利
益
の
侵
害
を
防
ぐ
た
め
、
町
が
保
有
す
る
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
ル
ー
ル
を

定
め
る
個
人
情
報
保
護
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
の
運
用
状
況
は
、
２
件
の
開
示
の
請
求

が
あ
り
、
請
求
者
へ
自
己
の
個
人
情
報
を
開
示
し
た

も
の
が
1
件
、
町
が
保
有
し
て
い
な
い
た
め
不
存
在

と
し
た
も
の
が
1
件
で
し
た
。

総
務
防
災
課
の
情
報
公
開
窓
口
に
お
い
て
、
情
報

公
開
制
度
や
個
人
情
報
保
護
制
度
の
案
内
や
請
求
の

受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
総
務
防
災
課
庶
務
班　
　
　
　
　
　
　

 
   （

電
話
）　
７
５

－

３
６
４
３

役場インフォメーション　～教えて、役場のこと～

●全国瞬時警報システム（J-ALERT）緊急地震速報
に関して

Ｑ：３月１１日の東日本大震災後、屋外スピーカー
から「大地震です　大地震です」と放送があり
ましたが、実際は地震が発生しなかったことが
多くありました。また、大地震といえるような
ものも発生しませんでした。なぜこのようなこ
とが起こったのか教えてもらえないですか。

Ａ：全国瞬時警報システムの緊急地震速報は気象庁
が発表しており、当町の場合、現在は震度5弱
以上の地震が発生すると思われる時に放送がか
かります。しかし、東日本大地震の影響で緊急
地震速報に用いる気象庁の地震計の多くが何ら
かの被害を受け、正確に作動しなかったことが
原因です。

●地震対策に関して
Ｑ：東日本大震災と同程度の地震が発生した場合、

多くの被害が想定されます。
　　被害を軽減するために事前に何を準備しておけ

ばよいでしょうか。
Ａ：家族で避難場所、避難経路を確認すると共に土砂

災害の発生するおそれのある沢の場所や状況など

を確認しておいてください。非常持出品を用意し
ておくことも大切です。また、阪神・淡路大震災
では、８割の方が倒壊家屋の下敷きとなり、約１
割の方が家具の転倒で亡くなられておられます。
このようなことから、家屋の耐震補強及び家具の
転倒防止対策を行うことも重要です。

●防災倉庫の管理に関して
Ｑ：地区に防災倉庫がありますが、点検等を町で

行っていただけないでしょうか。
Ａ：町内には町で設置し町で管理している大型防災倉

庫、町で設置し自主防災会に譲り渡した小型防災
倉庫及び自主防災会が設置した防災倉庫の三種類
があります。町が管理している大型防災倉庫以外
は、自主防災会が管理することになっております。
また、防災資機材等の整備については、別に助成
制度がありますのでご活用ください。

●町の入札結果に関して
Ｑ：町の入札結果について知りたいのですが。
Ａ：町では入札結果についておしらせ版により公表

しています。また、町ホームページでも入札状
況について掲載していますのでご覧ください。

※このほかにも、情報公開、選挙、町有財産の管理・取得及び処分、庁舎管理、消防、交通、防犯などの仕事
をしています。

このコーナーでは、役場の部署（課、室など）の仕事の一部を、毎月Ｑ＆Ａ形式で紹介していきます。
第3回目は 総務防災課 です。
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山北町
健康福祉センター
山北町山北1971-2
（電話）75－0822
（FAX）76－4592

第87号　

熱
中
症
と
は

●
高
温
多
湿
な
環
境
下
で
、
体
内
の
水
分

や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
、
体

温
調
整
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
い
こ
と

に
よ
り
、
体
内
に
熱
が
た
ま
り
、
筋
肉

痛
や
大
量
の
発
汗
、
さ
ら
に
は
、
吐
き

気
や
倦
怠
感
の
症
状
が
現
れ
、
重
症
に

な
る
と
意
識
障
害
や
死
亡
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

●
体
調
が
良
く
な
い
と
き
や
、
暑
さ
に
体

が
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
と
き
で
、
高
齢

者
や
障
害
者
な
ど
個
人
の
体
調
に
よ
る

環
境
と
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
り
、

発
生
率
は
高
ま
り
ま
す
。

●
屋
外
だ
け
で
な
く
就
寝
中
な
ど
で
も
発

症
し
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

熱
中
症
の
予
防
法

「
水
分
補
給
」
と
「
暑
さ
を
避
け
る

こ
と
」
が
大
切
で
す
。

◎
水
分
・
塩
分
補
給

こ
ま
め
な
水
分
、
塩
分
の
補
給
を
し
ま

し
ょ
う
。
高
齢
者
や
障
害
者
は
特
に
、

喉
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
こ
ま
め
に

水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

◎
体
調
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み

障
害
者
な
ど
は
こ
ま
め
に
体
温
測
定
を

し
ま
し
ょ
う
。

通
気
性
の
良
い
吸
湿
、
速
乾
の
衣
服
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
に

よ
り
体
を
冷
却
し
ま
し
ょ
う
。

◎
室
内
環
境

扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
、
室
内

の
温
度
を
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ま
め
な
換
気
を
し
て
、
遮
光
カ
ー
テ
ン

や
す
だ
れ
な
ど
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

打
ち
水
も
効
果
的
で
す
。

◎
外
出
時
の
準
備

日
傘
や
帽
子
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
日
陰
な
ど
を
利
用
し
て
、
こ
ま
め

な
休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

注
意
し
た
い
こ
と

１
．
高
齢
者
は
特
に
注
意
が
必
要

　
　

で
す
。

熱
中
症
の
半
数
は
、
高
齢
者
で
す
。
高

齢
者
は
、
暑
さ
や
水
分
不
足
に
対
す
る

感
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
て
、
暑
さ
に

対
す
る
体
の
調
整
機
能
も
低
下
し
て
い

ま
す
。

喉
の
渇
き
を
感
じ
て
い
な
く
て
も
、
こ

ま
め
に
水
分
補
給
を
し
、
暑
さ
を
感
じ

な
く
て
も
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
っ

て
、
温
度
調
整
を
し
ま
し
ょ
う
。

２
．
暑
さ
の
感
じ
方
は
人
に
よ
っ
て

　
　

異
な
り
ま
す
。

体
調
や
暑
さ
に
対
す
る
慣
れ
な
ど
が
影

響
し
て
、
暑
さ
に
対
す
る
抵
抗
力
（
感

受
性
）
は
、
個
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
自
分
の
体
調
に
気
を
つ
け
、
暑
さ

の
抵
抗
力
に
合
わ
せ
て
、
予
防
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

　

熱
中
症
の
対
処
法
は

①
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
る

②
衣
服
を
脱
が
せ
、
体
を
冷
や
す

③
水
分
、
塩
分
を
補
給
す
る

※
自
力
で
水
分
が
と
れ
な
い
、
意
識
が
無

い
な
ど
の
場
合
は
、
直
ち
に
救
急
車
を

要
請
し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に

熱
中
症
の
発
生
は
、
７
〜
８
月
が
ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。

熱
中
症
を
正
し
く
理
解
し
て
、
予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
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中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより
編集発行／山北町立中央公民館　〒258-0113　足柄上郡山北町山北1301-4
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0465（75）3131　Fax 0465（75）3030

№ 2 2 0

心の豊かさは学びから
「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」

申込み期間：７月５日（火）～７月１２日（火）
定員を超えた場合は、抽選となります。
※抽選となった教室は、７月１３日（水）に中央公民館に掲示します。
※抽選の結果は、７月１７日（日）までに電話で連絡します。

夏休み期間中、小・中学生を対象に“ ”をテーマに、
サマースクールを開校します。ぜひご参加ください。

実  施  日
7月22日(金)
27日(水)

8月 3日(水)

7月24日(日)
7月29日(金)

7月28日(木)

7月30日(土)

8月 4日(木)

8月 5日(金)

8月 7日(日)
 

8月10日(水)

 

8月11日(木)

8月17日(水)

教    室    名

こども茶道体験教室

ラテン・
パーカッション教室

簡単ピザ作り教室

ブックトーク

一日図書室員
（小学5年生以上・経験者不可）

こども陶芸教室

からくりパズル工作教室

キャンドル作り教室

ストレッチ体操教室

絵画教室

講  師  名

山北町茶道同好会

加藤　ちゃぼさん

北村　園子さん

プー横丁

中央公民館職員

山本　渉さん

からくり職人

西尾　修さん

安藤　せいこさん

諸星　カツさん

定 員

20名

20名

各20名

24名

6名

20名

30名

20名

10名

20名

参加費

1回
100円

200円

200円

無料

無料

300円

500円

500円

無料

100円

内          容

茶道の体験をします。
（3回コース）
※1回のみの参加も可能です。

珍しい中南米の打楽器の演
奏を体験します。
（2回コース）
※1回のみの参加も可能です。
ソーセージなどをトッピングした
簡単でおいしいピザを作ります。
※エプロン・三角巾・筆記用具・
　持ち帰り用容器を持参

「宝さがしにいこう！！」を
テーマにおすすめの本を紹
介します。

図書室の仕事を体験します。
※もっている人は図書カー
　ドを持参
　サンダル不可
粘土で器を作ります。
※弁当、飲み物、よごれてもよい服装

からくり職人のおもしろ
おかしい工作教室。からくり
小箱などを作ります。
※よごれてもよい服装
形や色を選べて飾り付けも楽しめ
る「モザイク・キャンドル」を作
ります。
※エプロン又はよごれてもよい服装・
　手ふきタオル・持ち帰り用の袋

楽しく体を動かします。
※動きやすい服装・タオル

動物の水彩画を描きます。
※よごれてもよい服装

時    間

10：00～12：00

10：00～11：30

① 9：30～11：30
②13：30～15：30

10：00～11：00

9：30～12：00

10：00～15：00

10：00～11：30

10：30～11：30

10：00～11：00

9：30～11：30

※応募者が多い場合は抽選となります。各教室とも飲み物は持参してください。

休み期間中 小 中学生を対象に“ ”をテ に
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山北町写真同好会 写真展
日　　時　７月１２日（火）～２４日（日）※ただし１２日は１３：００から、２４日は１６：００まで
場　　所　１階ロビー
お問合せ　山北町写真同好会　関　昭男　℡（７５）１４４８

ロビー展示のお知らせ

子どもたちに学習の場を提供します！
● 利用期間　７月２１日（木）～８月３１日（水）
● 利用時間　９：００～１７：００
● 利用方法　図書室カウンターにて随時受付

前回のイベントから

大井町文化団体連絡協議会・盆栽部の方を講師に
お招きして、苔と草花を使って簡単でかわいらしい
ミニ盆栽（苔玉）を作りました。

沼田　陽子さんを講師にお招きしてさわやかな初
夏にぴったりなレアチーズケーキを作りました。
いちごのゼリーとレアチーズの相性も良く、参加
者からは「お店の味みたい」と好評でした。

１階ロビーにて図書室で除籍となった古本などのリサイクル展を開催しました。
期間中、たくさんの方々が訪れ、８５２冊もの本がリサイクルされました。

子ども達や親子を対象に、話題の人気絵本が原作のアニメ「おまえうまそうだな」を上映しました。上
映当日はあいにくの雨となってしまいましたが、たくさんの親子が来場してくれました。

グループで学習や作業をする子どもたちに
夏休み期間中、１階ロビーを開放します。

図書室おはなしボランティア
『ポケット』の皆さんによる

「おはなし会」の夏の拡大版を開催します！
  楽しいおはなしの世界を是非体験してみてください。

お知らせ

図書室おはなしボランティア
『ポケット』の皆さんによる

「おはなし会」の夏の拡大版を開催します！
楽しいおはなしの世界を是非体験してみてください。

お知らせ

場　所　２階和室
時　間　１０：３０～１１：３０
内　容　す話「三枚のおふだ」
　　　　影絵「まっくろネリノ」
　　　　人形劇「あわてんぼうのこねこ」
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＊ 都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

日
 
3
10
17
24
31

月

4
11
18
25

火

5
12
19
26

水

6
13
20
27

木

7
14
21
28

金
1
8
15
22
29

土
2
9
16
23
30

7 月
日

7
14
21
28

月
1
8
15
22
29

火
2
9
16
23
30

水
3
10
17
24
31

木
4
11
18
25

金
5
12
19
26

土
6
13
20
27

8 月

※中央公民館（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。

※      　は休館日、    　 は祝日。

休 館 日

7 月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

2 土
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館
青少年健全育成大会 多目的ホール １３：００ 自　由 生涯学習課　　☎（75）3649
おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

9 土 ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館
12 火 山北町写真同好会写真展（～24日） １ 階 ロ ビ ー ９：００ 自　由 関　　昭男　　☎（75）1448

16 土
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館
夏のおはなし会スペシャル 和 室 １０：３０ 自　由 中央公民館

18 月 歌のかけはし 多目的ホール １４：００ 自　由 山崎美恵子　　☎（75）0783
22 金 子ども茶道体験教室（サマースクール） 和 室 １０：００ 申込者 中央公民館
23 土 ワンダーランド 視聴覚ホール ９：００ 申込者 中央公民館

24 日 ラテン・パーカッション教室
（サマースクール） 多目的ホール １０：００ 申込者 中央公民館

27 水 子ども茶道体験教室（サマースクール） 和 室 １０：００ 申込者 中央公民館

28 木 簡単ピザ作り教室
（サマースクール） 調 理 実 習 室 ９：３０

１３：３０ 申込者 中央公民館

29 金 ラテン・パーカッション教室
（サマースクール） 多目的ホール １０：００ 申込者 中央公民館

30 土 ブックトーク（サマースクール） 第 １ 会 議 室 １０：００ 申込者 中央公民館
31 日 山北町歌謡連盟カラオケ発表会 多目的ホール １０：００ 自　由 町歌謡連盟　　☎（75）1471
8 月（前半） 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

3 水 子ども茶道体験教室（サマースクール） 和 室 他 １０：００ 申込者 中央公民館
4 木 一日図書室員（サマースクール） 図 書 室 ９：３０ 申込者 中央公民館
5 金 子ども陶芸教室（サマースクール） 美 術 工 芸 室 １０：００ 申込者 中央公民館

6 土
ワンダーランド 視聴覚ホール ９：００ 申込者 中央公民館
おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

7 日
米若会民謡発表会 多目的ホール １０：００ 自　由 岩田　篤治　　☎090（9959）8208
からくりパズル工作教室
（サマースクール） 美 術 工 芸 室 １０：００ 申込者 中央公民館

10 水 キャンドル作り教室（サマースクール） 美 術 工 芸 室 １０：３０ 申込者 中央公民館
11 木 ストレッチ体操教室（サマースクール） 和 室 １０：００ 申込者 中央公民館
17 水 絵画教室（サマースクール） 美 術 工 芸 室 ９：３０ 申込者 中央公民館
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図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内

●日　程・内　容
①　７月２日（土）
　　絵本「ルピナスさん」ほか
   （おはなしボランティア「えほんまる」）
②　８月６日（土）
　　絵本「おおかみと七ひきのこやぎ」ほか
   （おはなしボランティア「汽車ポッポ」）
●時　間　14：30～15：00
●場　所　おやこ室（図書室内）

☆ 今月の新着本案内 ☆

書　　　名   著  者  名  等
偉大なる、しゅららぼん
東日本大震災
老いの才覚
星守る犬
子どものまんぷくごはん
真夏の方程式

万城目　　学　
朝 日 新 聞 社
曽　野　綾　子
村　上　たかし
コ　ウ　ケンテツ
東　野　圭　吾

書　　　名   著  者  名  等
おばけのうちゅうりょこう
くうき
こども大図鑑地球
この世界いっぱい
イタチとみずがみさま
山猫たんけん隊

ジャック・デュケノワ
ささめや　ゆ　き
ジョン・ウッドワード
マーラ･フレイジー
内　田　麟太郎
松　岡　達　英

◆ 一 般 書

◆ 児 童 書

５月２０日に三保幼稚園で図書室おはなしボランティアの汽車
ポッポさんにおはなし会をしてもらいました。人形劇などたく
さんのおはなし
を楽しんだ後、
手袋をつけて振
り付けを教わり
ました。

全１８冊展示しましたのでご利用ください。　※貸出し冊数は２冊まで、期限は１週間ですのでご注意ください。

今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　

厳しい電力事情の中、
少しでも楽しく涼しい夏を過ごす為の
知恵が詰まった本を紹介します。

出前おはなし会に
　行ってきました！
出前おはなし会に
　行ってきました！

第５７回青少年読書感想文全国コンクールの第５７回青少年読書感想文全国コンクールの課題図書が決まりました課題図書が決まりました

　　利用時間は、９：００～１８：００です。
　　（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
　　新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
　　図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
　　ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
　　静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
　　休館日の図書の返却は、中央公民館入口横の図書返却ポストをご利用ください。
　　（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
　　清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
　　インターネットで図書室の蔵書検索・予約ができます。
　　（アドレスは、http://webymkt.yama-lib-unet.ocn.ne.jp/です。）
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今
月
・
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み
の
幅
調
整
15
㎜
で
調
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す
る

町
の
動
き
は
通
常
行
間
８
㎜

町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

た か と

か い と

る い く

ゆ う り

ま な ぶ

る な

中下清水　朝　倉　隆　斗（男）　昌　三・千　夏
原耕地　池　谷　海　音（男）　大　祐・真理子
　〃　　池　谷　琉　郁（男）　　賢　・かおり
下本村　　　野　友　李（男）　泰　宏・あゆみ
村　雨　佐々木　真　歩（男）　昭　仁・紗夜香
焼　大　伊　倉　琉　奈（女）　　剛　・未　空

※今回の掲載分は、平成２３年５月１６日から平成２３年６月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

中下清水　　安　部　匠　司（男）７７歳　本　人
越　地　　岩　間　シズ代（女）８７歳　　〃　
　〃　　　鈴　木　敏　彦（男）６６歳　　〃　
　〃　　　日　𠮷　　進　（男）６３歳　　〃　
尺里西　　内　田　榮　三（男）９６歳　　〃　
尺里東　　　關　　久　男（男）７５歳　　〃　
村　雨　　奥　津　孝　子（女）８１歳　　〃　
玄　倉　　三　木　幸　一（男）７９歳　　〃　
堂　山　　瀬　戸　は　つ（女）１０４歳　俊　三
越　地　　鈴　木　孝　男（男）８５歳　雅　之
原耕地　　山　本　明　宏（男）４４歳　正　男
　〃　　　渡　辺　美樹子（女）９５歳　　匡
　畑　　　髙　橋　美　子（女）８０歳　富　生

山北　325mm（184mm）
三保　365mm（227mm）

山北　19.4℃（21.9℃）
三保　17.0℃（17.1℃）

※（　）内は平成22年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

男
女
計

５，８２８人
６，１２７人
１１，９５５人

（－1８人）
（－15人）
（－１３人）

世帯数　４，２2８世帯（+１世帯）

昨年のカヌーマラソンＩＮ丹沢湖の様子
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５月２６日、清水小学校と三保小学校の児童が合
同で田植えをしました。
地域の協力者のみなさんから苗の植え方を教わり
ながら、児童たちは横一列に並び楽しそうに苗を植
えていました。
立派な稲穂に成長する秋が、今から楽しみですね。

ふれあいと交流をふれあいと交流を深ををを流を交交とと交いといとあいあいれれあれれふふふ いいと交ふ めめるためにるためにふれあいと交流を深めるために

第７回福祉ふれあいフェスタやまきた第７回福祉ふれあいフェスタやまきた第７回福祉ふれあいフェスタやまきた
　６月４日、健康福祉センターを会場に「福祉ふれあいフェスタやまきた」が開催されました。
当日は、参加者が妊婦や高齢者の疑似体験をしたり、小田原市の起震車により、地震時の揺れを体験したりしました。また、
子どもたちに大人気のふれあい移動動物園が今年も開園し、多数の小さな動物たちと楽しいひとときを過ごしました。

酒匂川統一美化キャンペーンが
実施されました

みんな並んで　田植え !!

不法投棄は絶対やめましょう

がんばれ東北！支援バザーの様子 しっかりつかまって 地震体験

みんなのために きれいにきれいに

たくさん実りますように

　また、東日本大震災支援バザーでは、町民の方からお寄
せいただいた品物を販売し、売上は全額義援金として県共
同募金会に送金されました。

６月５日、足柄
上地区不法投棄・
散乱ごみ防止対策
協議会による、酒
匂川統一美化キャ
ンペーンが実施さ
れました。美しい
自然を守るため、
町内各地でも投棄
ごみの回収や、清
掃活動が行われま
した。また、この
キャンペーンで
は、山北高校の生
徒、教師及び保護
者により、同校周
辺の清掃活動や
カーブミラーの清
掃なども行われま
した。

「ふれあい移動動物園」今月の表紙
　今月号の表紙は、６月４日、福祉ふれあいフェスタやまきたの会場に設
営された「ふれあい移動動物園」で、動物たちに触れている子どもの様
子です。
　ひよこやハムスターなどの小さな動物を、少しの緊張とともに優しく
手に包み、その動物の愛らしさに微笑んでいる姿を写真に収めました。


